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 最近リスクという言葉がよく使われる。

 昔、恐ろしいものといえば“地震・雷・火事・親父”と云われてきた。親父以外は今

もリスクの範ちゅうに分類される。

 親父は昔は恐いもので、親から勘当を受けることもあったが今はない。むしろ女房の

方が恐い存在で、“地震・雷・火事・女房”と云うべきであろう。

 しかし、これらは自然リスクに分類されるものであるが、最近では人の社会生活が複

雑になるに従い、リスクも新しいものが増えている。

 リーマンブラザーズの破産に端を発する経済リスク又は工業化に伴う公害など人為

的リスクも増えた。オレオレ詐欺・耐震強度の偽装などのモラルのリスクなど、数え上

げればきりがないほど、リスクは量的にも質的にも広がりを見せている。

現代人はリスクの渦の中で生活しているとも云える。

ここのところ、気象の変化で連日 35℃を越える日が続いている。テレビでは連日、
熱中症にならない様に呼びかけている。特に子供・年寄りは注意して欲しいと云われて

いる、年寄りの私はどうしたものか考えさせられる。①あまり暑い所へは出ないように

する。②出来るだけ冷房の効いた所にいる。③水分・塩分を摂る。

 これは出来るだけ今すぐに死なない方法にすぎないのではないか、この暑さに打ち勝

つこととしてはふれられていない。

 これから夏の高校野球甲子園が始まる、高校球児はこの暑さという自然リスクに真っ

向から挑戦しようとしている。熱中症を恐れるなら甲子園は中止すべきである、この甲

子園にはリスクに立ち向かう姿がある。甲子園に限らず、リスクには立ち向かう姿勢が

必要ではなかろうか。

  ワールドカップは多くの人に感動を与えた。彼らは精神力・肉体力の限界（人間力

のリスク）に挑戦する姿に人は感動するのである。

 それには人一倍の努力が必要である。ワールドカップでの遠藤選手を見て、今までの

印象と異なった迫力を感じた。何かの新聞に次のように書いてあった。“遠藤選手を変

えたのは 2005 年に代表監督に就任したオシム氏だった。「ヨーロッパでも通用する選
手だと思うが、運動量が足りない。」指揮官の言葉に突き動かされ、運動量は以前の 3
倍に増えた。「彼はプレーの質が明らかに変わった。」と高校時代の松沢監督は驚かされ

たと云う。遅咲きの背番号７にもう迷いはない。”

 スポーツでのリスクへの挑戦が彼自身を成長させ、それを見る人に感動を与えるので

ある。その意味でリスクはまさにロマンそのものである。
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